
※2025年の鈴鹿サンデーロードレースは、この大会でシリーズ日程を終了いたしました。
　皆様のご理解とご協力、またご声援に感謝申し上げます。
　2026年の暫定レースカレンダーは以下の通り発表いたしました（右QRコードからもDLできます）。
　https://apps.mobilityland.co.jp/info/download/iS8ANT/169890
　開催の詳細につきましては、別途あらためてご案内いたしますので、引き続き、鈴鹿サンデーロードレースへのご参加、
　ご協賛、ご声援をよろしくお願いいたします。

■開催概要
●シリーズ名称	 : 	 第61回 NGKスパークプラグ杯 2025鈴鹿サンデーロードレース最終戦
●主催	 : 	 ホンダモビリティランド株式会社 鈴鹿サーキット
●協賛	 : 	 日本特殊陶業株式会社
●会場	 : 	 鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●参加台数	 : 	 総参加台数………222台
	 	 インターJP250...........................................................................................................8台
	 	 ナショナルJP250.................................................................................................... 37台
	 	 インターJ-GP3..........................9台（内、HRC NSF250R Challenge………1台）
	 	 ナショナルJ-GP3...................15台（内、HRC NSF250R Challenge………9台）
	 	 インターST1000..................................................................................................... 24台
	 	 ナショナルST600.................................................................................................... 53台
	 	 インターJSB1000................................................................................................... 24台
	 	 インターST600........................................................................................................ 24台
	 	 ナショナルST1000................................................................................................. 28台
●開催日	 :	 2025年11月8日（土）・9日（日）
●天候／路面	 :	 （8日）晴れのち曇り／ドライ、（9日）雨／ウェット

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/

★レース写真は、バトルファクトリー様のウエブサイトで
　ご購入いただけます。
http://www.battle.co.jp/

恒例となっている参加チーム・エントラントによるコース上集合写真。回を重ねるごとに各チームともアピールが上手くなってきている



ついに迎えた2025 鈴鹿サンデーロードレース最終戦！
恒例の「NGKスパークプラグ杯」で全チャンピオンが決定!!
全日本ロードレース選手権のみならず、アジアや世界へとつながる競技志向の強いレースシリーズである鈴鹿サン
デーロードレース。ようやく暖かくなってきた4月19日（土）・20日（日）に2025年シーズンが開幕し、その後、梅雨の時
期の晴れ間に行われた6月7日（土）・8日（日）の第2戦、厳しい残暑のもとで開催された9月20日（土）・21日（日）の第3
戦と続き、今回の第4戦が2025年シーズンの最終戦となった。
ステップアップを目指す若手やビギナーから長年レースを戦うベテランまで、幅広いライダーがしのぎを削ること
で知られるこのシリーズは毎戦多くの参戦台数を集めている。特に、開幕戦に35台、第2戦に43台、第3戦に41台と、こ
れまで特に多くのライダーが参戦してきたナショナルST600には今回はシーズン最多の53台が参加。A・Bふたつのグ
ループに分けて行われた11月8日（土）の公式予選からタイムアタック合戦が披露され、翌9日（日）の決勝レースでも
ヘビーレインの中で激しいバトル展開された。また、JSB1000、ST600の両インタークラスには全日本選手権などで活
躍するライダーも参戦。予選から決勝まで圧巻の走りが見られた。
今回は最終戦ということもあり、その他のカテゴリーでもチャンピオンを獲得すべく、エントラントたちがいつも以
上に激しいバトルを展開した。毎戦見どころが多いインター／ナショナルJP250およびインター／ナショナルJ-GP3の
軽量級レースではファイナルラップのシケインで激しい突っ込み合戦も披露され、文字通り最後の最後までひと時も
目が離せない展開となった。
さて、鈴鹿サンデーロードレースの最終戦と言えば、「NGKスパークプラグ杯」の名で親しまれる恒例の大会。日本特
殊陶業株式会社様ご協賛の元で行われ、全カテゴリーのシリーズチャンピオンが決まったこの伝統の一戦を最後に、
2025年シーズンの鈴鹿サンデーロードレースが無事閉幕した。

全戦が2DAY大会として行われた今シーズンの鈴鹿サンデーロードレース。今回は11月8日（土）に全カテゴリーの公式予選とインター／ナショナル
JP250の決勝レース（写真；スターティンググリッド）が行われた



レースレポート（1）
■インター／ナショナルJP250　YouTubeライブ動画アーカイブ

11月8日（土）の最初に行われたこのカテゴリーの公式予選では鈴木未来翔がこれまでのコースレコードを更新する2分27秒692をマーク。唯一の2
分27秒台となったそのタイムが今回のポールタイムとなった。
決勝レースではスタート直後にクラッシュするマシンがあったことにより、赤旗が出されてレースは中断。再スタート後はポールポジションスタート

の鈴木（未）が良い蹴り出しを見せるが、2コーナー立ち上がりでその鈴木（未）がコースアウトする。2番グリッドスタートの渡辺瑛貴と4番グリッドスター
トの鈴木悠大がサイドbyサイドのバトルを展開。渡辺、鈴木（悠）、7番グリッドスタートの船田俊希でオーダーでオープニングラップを終了すると、その
3台がトップ集団を形成する。船田がその先頭に。しかし、大きく順位を落としていた鈴木（未）が3周目にトップに浮上する。その後も鈴木（未）を先頭
に、渡辺、鈴木（悠）、船田、澤合柊、市原一優、中川空嶺の7台がトップ集団を形成したが、船田が優勝。2位チェッカーの鈴木（悠）がインターJP250を制
し、同カテゴリーのチャンピオンを獲得した。総合3位となった鈴木（未）がナショナルJP250のウィナーに輝き、同カテゴリーのチャンピオンとなった。

JP250決勝レース（11/8）ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

インターJP250表彰式（優勝：船田 俊希、2位：鈴木 悠大：2025チャンピオン、3位：三浦 雄一）

https://www.youtube.com/live/dYHkllpHszs?si=hpf_cPARQCxlO0Th&t=21620


■インター／ナショナルJP250

ナショナルJP250表彰式（優勝：鈴木 未来翔：2025チャンピオン、2位：中川 空嶺、3位：市原 一優）

JP250車両銘柄賞表彰式（Honda賞：鈴木 未来翔、YAMAHA賞：中川空嶺、KAWASAKI賞：神吉龍成、KTM賞：中尾正太）



■インター／ナショナルJP250　正式決勝結果

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/



レースレポート（2）
■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge　YouTubeライブ動画アーカイブ
公式予選では富樫虎太郎がレコードを更新する2分18秒686をマーク。それに長谷川蒼馬、戸高綸太郎が続き、Team HRSが予選上位3位を占めた。
ウェット宣言が出され、8周に減算されて行われた決勝レースでは2番グリッドスタートの長谷川、3番グリッドスタートの戸高、ポールポジションス

タートの富樫のオーダーに。4番グリッドスタートの中嶋昴士が富樫をパス。長谷川、戸高、中嶋は等間隔となり、そのオーダーでオープニングラップを
帰ってくる。2周目のヘアピンでは戸高が長谷川のテールに接近。しかし、長谷川が再び戸高を引き離す。長谷川は2周目に唯一の2分38秒台となる2分
38秒773をマーク。3周目も戸高が長谷川のテールに接近するが、続くスプーンカーブで長谷川が戸高を引き離す展開になる。長谷川、戸高ともに2分
37秒台で3周目をラップ。その後もその2台はテールtoノーズのバトルを展開する。7周目に戸高が長谷川をパスするが、長谷川が再び前に。結局、長谷
川がトップチェッカーを受けると同時にナショナルJ-GP3のウィナーに。同カテゴリーのチャンピオンは富樫だった。2位チェッカーの戸高がインター
J-GP3のウィナーに輝き、同カテゴリーのチャンピオンを獲得した。

J-GP3決勝レース（11/9）ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

インターJ-GP3表彰式（優勝：戸高綸太郎：2025チャンピオン、2位：中嶋昴士、3位：金子寛）

https://www.youtube.com/live/Gl5L2Le7pJI?si=ELl8qUHI1LIOASJB&t=1580


■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge

ナショナルJ-GP3表彰式（優勝：長谷川蒼馬、2位：富樫虎太郎：2025チャンピオン、3位：岩野倖大）



■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge　正式決勝結果

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/



レースレポート（3）
■インターST1000　YouTubeライブ動画アーカイブ

9月7日に開催された岡山選手権の決勝レース中に転倒して負傷し、2週後の鈴鹿サンデー第3戦を欠場ノーポイントでランキングも3番手に下げる
ことなったが、10月の全日本MFJグランプリで復活した山中将基が、公式予選で2分10秒496のトップタイムをマーク。第3戦で優勝を果たしランキング
リーダーに立っていた中堀拓己が続いた。その中堀がサイティングラップでまさかの転倒。2番グリッドが不在のまま、ウエット宣言の2周減算に加え、
さらに1周減算され、7周で行われることになった決勝レースがスタートする。
ポールポジションスタートの山中が良いクラッチミートを披露してホールショットをゲット。それに5番グリッドスタートの安達勝紀、4番グリッドス

タートの片平亮輔と続く。山中はオープニングラップから後続を引き離すことに成功。片平、3番グリッドスタートの澤村元章、安達と続いてオープニン
グラップを終了する。山中は周回ごとに後続とのアドバンテージを広げ続ける好走を披露。結局、手負いの山中が2番手以降に26秒990ものアドバン
テージを築いて2年連続シリーズチャンピオンに輝いた。

インターST1000決勝レース（11/9）ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

インターST1000表彰式（優勝：山中将基：2025チャンピオン、2位：片平亮輔、3位：澤村元章）

https://www.youtube.com/live/Gl5L2Le7pJI?si=yRFB6zXaZqoBJSZa&t=6230


■インターST1000　正式決勝結果

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/



レースレポート（4）
■ナショナルST600　YouTubeライブ動画アーカイブ

ナショナルST600表彰式（優勝：藤原臣之助、2位：ターナー健人：2025チャンピオン、3位：芝本友暉）

公式予選では森山浬がA・Bグループ合算で2番手以降を1秒764引き離す2分12秒380をマーク。これは2018年に荒川晃大がマークした2分14秒416
というそれまでのコースレコードを2秒以上も上回る圧倒的なタイムでのポールポジション獲得となった。決勝レースを前にサイティングラップでラン
キング2番手の田中壮途が転倒。しかし、田中はすぐに再び走り出し、グリッドにつくことができた。
その中で始まった決勝レースでは、2番グリッドスタートで初タイトルを狙うターナー健人が良いクラッチミートを披露し、トップで1コーナーへ。ポー

ルポジションスタートの森山がスプーンカーブでそのターナーをパスする。森山、ターナー、4番グリッドスタートの田中のオーダーでオープニングラッ
プを終了。それに3番グリッドスタートの芝本友暉が続く。森山は次第に単独トップに。ターナーも単独2番手となる。しかし森山が3周目の最終コーナー
で転倒。これにより有利な展開になったターナーに藤原臣之助が急接近し、ターナーをパス。その藤原がトップチェッカーを受けた。チャンピオンを獲
得したのは2位のターナーだった。

ナショナルST600決勝レース（11/9）ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/Gl5L2Le7pJI?si=VnBUZqsVbalf73Xy&t=9390


■ナショナルST600　正式決勝結果

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/



レースレポート（5）
■インターJSB1000　YouTubeライブ動画アーカイブ
今シーズンの開幕戦と第2戦で2戦連続ポールtoウィンを飾っている伊藤勇樹が公式予選で2分09秒924をマーク。第3戦には出場しなかった伊藤が

今シーズン3回目のポールポジションを獲得することとなった。
スタートできないマシンがあったことにより、レースはディレイ。さらに1周減算され、7周で争われることとなった決勝レースでは、ポールポジション

スタートの伊藤（勇）と2番グリッドスタートの長谷川修大が横並びの状態で加速していく。ホールショットを奪ったのは伊藤。3番グリッドスタートの高
橋直輝が長谷川をかわすと伊藤の背後にも接近する。
伊藤をパスした高橋、伊藤、長谷川のオーダーでオープニングラップを終了。高橋は次第に伊藤を引き離して単独トップに。伊藤、長谷川も単独2番

手、単独3番手になる。伊藤のマシンが5周目に失速。それにより、長谷川が2番手に浮上する。長谷川は一時的にペースアップするが、高橋をパスする
には至らず、高橋、長谷川、伊藤のオーダーで表彰台に立つこととなった。伊藤がチャンピオンを獲得した。

インターJSB1000決勝レース（11/9）ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

インターJSB1000表彰式（優勝：高橋直輝、2位：長谷川修大、3位：伊藤勇樹：2025チャンピオン）

https://www.youtube.com/live/Gl5L2Le7pJI?si=oTfDi8S7QQGokv0n&t=16110


■インターJSB1000　正式決勝結果

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/



レースレポート（6）
■インターST600　YouTubeライブ動画アーカイブ

今シーズンの全日本ST600でチャンピオンを獲得した伊達悠太をはじめとする全日本ライダーが多数参戦したこのカテゴリー。公式予選ではその伊
達がアタック1周目に2分11秒564をマークすると、次の周では2分10秒764をマークしてコースレコードを更新する堂々のポールポジション。
相変わらずヘビーレインの決勝レースでは、4番グリッドスタートの千田俊輝が良いクラッチミートを披露してホールショットを奪うと、それにポール

ポジションスタートの伊達が続く。3番グリッドスタートの亀井雄大が伊達をパス。しかし、千田、伊達、亀井のオーダーでオープニングラップを帰ってく
ると、伊達と亀井は激しく順位を入れ替えるバトルを展開。その間に千田が逃げ、一時的に単独トップの座を築く。
伊達と亀井から若干離れ、2番グリッドスタートの長尾健史が単独4番手を走行。さらにそこからさらに後方、5番グリッドスタートの上江洲葵要が単

独5番手となる。4周目になると伊達と亀井が千田に接近。激しくトップの座を争うその3台から亀井が脱落する。その後2台によるバトルを制した伊達が
トップチェッカーを受けた。すでに前回大会で2025チャンピオンを決めた笠井杏樹は9位でフィニッシュしている。

インターST600決勝レース（11/9）ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

インターST600表彰式（優勝：伊達悠太、2位：千田俊輝、3位：亀井雄大）

https://www.youtube.com/live/Gl5L2Le7pJI?si=KSsi3gbblUTqb7h8&t=18960


■インターST600　正式決勝結果

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/



レースレポート（7）
■ナショナルST1000　YouTubeライブ動画アーカイブ

公式予選では今シーズン2回ポールポジションを獲得している古田浩が2分17秒794をマーク。ランキング5番手の塩野仁史が2分17秒990、ランキン
グ3番手の竹中淳雄が2分18秒942をマークしてそれに続き、古田が今シーズン3回目のポールポジションを獲得する予選となった。
チャンピオン候補の一角、ランキング6番手の田辺利治がサイティングラップで転倒。決勝レースでは3番グリッドスタートの竹中がホールショットを

奪うと、それに4番グリッドスタートの小森直樹が続く。竹中をパスした小森がオープニングラップから早くも後続を引き離すことに成功。そこから若干
離れ、ポールポジションスタートの古田が2番手を走行する。古田は小森をパスしたが、その古田が2周目の最終コーナーで転倒。池田寛之がトップに
浮上すると、そのままチェッカーを受けた。単独走行となっていた塩野に小森と竹中が接近しかけたが、塩野が2位。3位チェッカーを受けた小森がシ
リーズチャンピオンを獲得することとなった。

ナショナルST1000決勝レース（11/9）ライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

ナショナルST1000表彰式（優勝：池田寛之、2位：塩野仁史、3位：小森直樹：2025チャンピオン）

https://www.youtube.com/live/Gl5L2Le7pJI?si=VgnA7HTv9ME19XXl&t=22290


■ナショナルST1000　正式決勝結果

★レースリザルトはウエブサイトでご覧いただけます。
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/
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この日、キラリと光った
ドライバーに一問一答

インターST1000で優勝、連覇を達成した

山中 将基 選手
（チーム備前精機／Honda CBR1000RR-R）

Q.他を圧倒する2分10秒496をマークしてポールポジションを獲得。どんな公式予選でしたか。。
A. 身体はまだ万全と言える状態ではありませんが、出るからには良い走りをしたい、勝ってチャンピオンを獲得したいと
考え、予選から気合を入れ、全開で攻めていこうと決めていました。ベストと言えるタイムではありませんでしたが、怪我が
治り切っていないことを考えると、その中では良い走りができたと思います。

Q.好スタートからホールショットを奪うと、その後はアドバンテージを広げ続けました。
A. 決勝はフルウェットでした。身体が最後までもつかどうかわからなかったので、体力を使わずに済むウェット、しかも周
回数が減算されたことは有利に働いたと思います。コンセントレーションを高め、最後まで集中して走った結果、後続を引
き離してチェッカーを受けることができました。

Q.逆転で2年連続のインターST1000チャンピオンに輝きました。
A. 今年は大きな怪我をして第3戦を欠場することになりました。チャンピオン争いは厳しいかなと思っていたのですが、ま
だ望みがあるということで今回の最終戦に臨みました。欠場したレースがあったにも関わらず、2年連続でチャンピオンを
獲得できて良かったです。来シーズンも3年連続のチャンピオンを目指して同じインターST1000に出場する予定です。


